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研究成果の概要（和文）：本研究では、「第三の消費文化」パラダイムという概念枠組のもと、「消費の多様
化」「消費の脱物質主義化」「消費の質的高度化および深化」という観点から仮説を構築し、上海市・北京市に
おける統計調査のデータから実証分析を行った。
本研究における視点と主な成果は、中国においても脱物質主義が進行しているのか、社会的消費や消費の質的高
度化など、消費の肯定的側面がいかなる展開を示しているか、またそれらとデモグラフィック要因、社会階層要
因、および消費意識項目といかに関連しているかについて、実証的に明らかにしたことである。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted an empirical analysis from the data of 
statistical surveys in Shanghai and Beijing. Based on the conceptual framework of "the Third 
Consumer Culture" paradigm, we constructed the theoretical hypotheses: diversification of 
consumption, post-materialism, and qualitative sophistication of consumption.
We confirmed that post-materialism was in progress in China as well, while some positive side of 
trends such as social consumption and qualitative sophistication in consumer activities are 
developing. We also demonstrated empirically how they correlate demographic factors, socio-economic 
factors and consumer attitude.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
社会批評的記述や個別事例提示にとどまることが多い消費社会研究の中にあって、本研究グループは統計的調査
による実証データを東京圏で継続的に収集してきた。本研究は、同じく非欧米世界の先進都市である上海市・北
京市において大規模統計調査を行った成果である。
また、グローバル化の中で東アジア社会が発展し、ローカルな視点から消費研究を捉え直すことが重視されつつ
ある。本研究は「欧米諸国の発展段階のトレース」として東アジアの消費社会を理解するのでなく、非欧米社会
が中心となって独自の新しい消費文化を築くという視点からの分析であり、「第三の消費文化」パラダイムとい
う確固たる概念枠組に基づいてデータ分析を行っている。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究がその視座とする「グローバル消費文化」という論点をめぐっては、1990 年代以降 G.

リッツァの「マクドナルド化」論にみられるような「画一化」論と、R.コーエンと P.ケネディに
よる消費文化の「クレオール化」（混交化）論のような「多様化」論の対立構図が存在してきた。
しかしこれらの対立構図は、いずれも欧米研究者による欧米中心主義に立つものであり、クレオ
ール化の議論にせよ、アメリカ中心の欧米消費文化に対して他の世界各地域が抵抗しうるかと
いうことに焦点をおいた立論にとどまっている。 
しかし、東アジアという非欧米社会が発展するにつれて「グローバル化のなかの東アジア」と

いうローカルな視点から消費研究を捉えなおすことが重視され、欧米中心主義の視座からの議
論において乏しかった非欧米社会が中心となって独自の新しい消費文化を築く、という発想が
徐々に採用されるようになりつつある。上海などの中国都市部では高度な大衆消費市場を形成
しているものの、中国の人々の消費意識や消費行動は欧米とは異なっており、今後も既存の先進
諸国とは異なる消費社会・消費文化を形成する可能性が指摘されている。「欧米諸国の発展段階
のトレース」として、東アジア諸国の消費社会を理解することはできないと考えた。 
本研究組織のメンバーは複数回にわたる実証研究プロジェクトを通じて現代日本の消費社会・

消費文化の多角的な解明に取り組み、ローカルな日本的消費文化とのハイブリッド化や日本的
消費文化の再生といった現象を含む「グローバル消費文化の多様化」を経験的事実として観察し
てきた。また、本研究組織のメンバーの間々田孝夫が近年提唱している、脱物質主義化と社会的
配慮、消費の高度化などを含む「第三の消費文化」論は、日本から発想する新しい消費文化パラ
ダイムといえよう。 
また、本研究組織が過去に上海市内において実施した中規模予備調査およびフィールド調査

では、消費社会に向かって疾走しているかに見える中国人も、日本人と同じくつながり消費を重
視し、伝統的生活様式を愛し、欧米消費文化を換骨奪胎し、物質主義的でありながら非物質的な
ものにも価値を認める生活態度を維持していた。これらの結果をうけ、われわれ研究組織は中国
でも「第三の消費文化」の発展する可能性のあることを感じ、日本国外の非欧米社会におけるグ
ローバル消費文化を解明すべく、中国上海市において大規模な統計調査を実施する着想に至っ
た。 
 
２．研究の目的 
前項の研究背景のもと本研究課題が取り組んだのは、東京を凌ぐほどのグローバル都市に成

長した中国上海市において、いかなる形態や規模で「第三の消費文化」が出現しているかを明ら
かにすべく、次の 3 つのテーマを設定した。 

 
(1) 消費の多様化 
消費の多様化は、すでに日本では 40 年ほど前から主張されてきた長期的動向であり、現代消

費文化の大きな特徴とされてきた。具体的には、欧米消費文化の現地化、在来消費文化とのハイ
ブリッド化、グローバルな消費文化の採取、個性化やマニア化などについて検討する。 
 
(2) 消費の脱物質主義化 
多様化とほぼ同時に主張され、バブル崩壊後は特にその傾向が顕著であるのが脱物質主義化

であり、サービス消費、情報消費といった分野でその重要性を増している。また、環境問題や倫
理的消費とのかかわりの中で、様々な脱物質的消費スタイルが模索されている。 
 
(3) 消費の質的高度化および深化 
高度化の内容として富裕層向け高額品や技術的な高性能製品については従来から着目されて

きたが、それ以外の面で高度化する（あるいは深化）という傾向は、最近になってようやく認識
され始めたものである。具体的には、文化的消費、抗リスク消費、品質志向などを検討する。 
 
３．研究の方法 
前項で述べた「第三の消費文化」パラダイムに基づいた 3つの理論仮説を具体的に検証すべき

テーマとし、各々について研究組織メンバーのサブユニットを組織し、研究者を配置した。すな
わち (1)「消費の多様化」サブユニット、(2)「脱物質主義化」サブユニット、(3)「質的高度化」
サブユニットである。また、これに加えて(4)第三の消費文化モデルじたいの構築を行いその妥
当性を問う「第三の消費文化ユニット」をも設定した。 
3 ヶ年の研究期間のうち、初年度（2016 年度）は中国の消費社会についての文献研究を行いつ

つ、過年度に実施した上海市内の予備調査データの再分析を行った。第 2年度（2017 年度）は、
その分析結果を踏まえて上海・北京市内での大規模質問紙調査を実施した。最終年度の第 3年度
（2018 年度）には、大規模質問紙調査データの分析および東京調査との比較分析を行い、日本
社会学会大会での連続報告や経済社会学会全国大会でのラウンドテーブル・セッションの企画
と研究報告を行った。これらの研究活動を踏まえて年度末には研究成果報告書を作成し、研究組
織メンバーの成果論文を収録した。 
なお、第 3 年度（2017 年）に上海市・北京市において実施した統計的社会調査の実施概要は

以下の通りである。 



 

調査主体：グローバル消費文化研究会（代表：間々田孝夫） 
調査対象：上海市全域・北京市全域に居住する 20歳～69歳の一般男女 
調査手法：委託先調査会社のアクセスパネルを対象としたクローズド型 Web 調査 
調査期間：2017 年 10 月 23 日～11月 7日 
標本規模：上海市 1500、北京市 1000 
標本設計：中国センサスデータの性・年代の人口比を用いたクォータ法 

 
４．研究成果 
(1) 各ユニットの主な研究成果 
①「第三の消費文化」ユニット 
間々田（2019a）は第三の消費文化を含む「消費三相理論」に基づいて、上海・北京における

消費文化の構造を過年度の上海市予備調査・2016 年の東京首都圏調査データと比較しつつ分析
した。因子分析や主成分分析の結果、「物量」主義への批判的意識を示す態度特性を描出した。
ただしはっきりした「反物量主義」と判断されるような回答者が少ない事実から、物量主義から
少し身を引こうとする「脱物量主義」と間々田は名付けている。これが「脱物質主義」や「第三
の消費文化」とは異なる中国独自の意識構造であることをデータ分析を通じて指摘している。 
水原（2019）は、主観的幸福感に対する消費主義の影響を検討した。記号消費と社会関係消費

がともに主観的幸福感に正の効果をもたらすこと、社会的消費が主観的幸福感への高群への入
りやすさに対しては正の効果をもたらすことを明らかにし、東京圏調査と上海・北京調査との異
同から消費社会・文化の変動過程の影響を示唆している。 
 
②「消費の多様化」サブユニット 
廣瀬（2019a）は、消費文化のグローバル化の一方で進行する消費の多様化の 1つの様相とし

てローカル文化受容について着目し、中国のローカルな伝統文化の受容パターンを潜在クラス
モデル分析によって明らかにし、その規定要因を愛国心の強さ、国民意識の強さ、中国式あるい
は西洋式生活スタイルへの志向などによって分析し、愛国心の強さや伝統文化を身につけてい
ることの重視がローカル文化受容パターンに有意な効果を持つことを示した。 
 
③「脱物質主義化」サブユニット 
寺島（2019）は、近年注目されているシェアリング・エコノミーに着目した。中国のシェア・

サービス利用意向の規定要因を、社会経済地位、インターネット利用度、世帯サイズ、ソーシャ
ルキャピタルなど多様な説明変数から仮説検証を行った。社会経済地位の中でも学歴、インター
ネット、世帯サイズに正の効果がみられたほか、一般的信頼の効果も部分的に効果を有していた。 
 
④「質的高度化」サブユニット 
鈴木（2019）は、消費者の清潔志向が消費様式の安定化に関連しているかについて検討した。

鈴木はこの論文において、清潔志向が非消費主義的な消費文化を助長することを指摘した上で、
その帰結として消費様式を安定化させる要因として清潔志向が作用する可能性を明らかにした。 
また、野尻（2019）は、中国都市部における防犯支出に対する消費主義的価値意識の影響につ

いて実証的な分析を行い、消費主義的な価値意識を持つ人ほど防犯支出を行っているという結
果を得た。このことから野尻は、消費社会の行動様式がセキュリティの高度化と密接な関連をも
つことを考察した。 
 
(2)  学会における成果発表の概要 
最終年度（2018 年度）末に作成した研究組織メンバーの研究論文をまとめた研究成果報告書

に先立って、同年に開催された経済社会学会第 54 回全国大会（2018 年 9 月 9 日，慶應義塾大
学）において、「中国先進消費社会の現状と問題構成――上海・北京 2 都市での統計調査から」
と題したラウンドテーブル・セッションを企画・開催した。同セッションでは研究代表者の廣瀬
毅士による導入的な報告のほか、畑山要介・野尻洋平（いずれも研究分担者）および鈴木康治（研
究協力者）による研究報告を行った。また、上海の華東師範大学の呉金海（研究協力者）を招聘
し、各報告へのコメントと全体討論を行った。 
また、さらに同年の第 91 回 日本社会学会大会（2018 年 9 月 15 日, 甲南大学）では水原俊

博・朝倉真粧美・寺島拓幸による連続報告を行った。 
 
(3) 収集した統計データに関する自己評価 
本研究が依拠するデータを収集した統計調査の手法上の特徴は、調査会社の有するアクセス

パネルを対象としたクローズド型 Web 調査を採用したことである。むろん科学的な社会調査に
おいては無作為抽出法によって確率標本を得ることが望ましいのであるが、その際に必要な市
内全域の一般男女に広範なカバレッジを持つ抽出台帳（日本でいえば住民基本台帳や選挙人名
簿）が中国では公開されていない。したがって標本選出の条件を緩和せざるを得ないが、本研究
では現地の調査文化をふまえた次善の策として、広範な人々をリクルートして構築された十分



大きなアクセスパネルを有する調査会社に委託を行って、Web 調査を行うことにした。 
アクセルパネルから回答者を募るゆえに本質的には確率標本ではないものの、デモグラフィ

ック属性での偏りを少しでも排除するために、性・年代ごとの調査人数を割当て（クォータ）を
実施した。本調査では調査対象地の性・年代の人口構成比を、中国のセンサスである第六次人口
普査（六普と略される）に応じて割当（クォータ設計）を行った。ただし、居住地区では割当法
に基づくクォータ設計を行っていない。今回のようなクローズド型のインターネット調査では
調査会社のアクセスパネルに調査協力依頼の配信を行うが、今回の委託先では居住地区をキー
として調査協力依頼の配信を行うことは不可能であったため、すでに前述した性・年代に地域を
加えた 3 次元クォータを設計していない。 
上述のように現地の調査条件の制約から確率標本とは言い難いサンプル設計となり、標本に

偏りが生じた可能性は排除できない。そのため統計分析についても、厳密なパラメータ同定を目
指すというよりは変数間の関連やその構造といった構造同定を目指すにとどめた。今後の展望
としては、現地の研究協力者とより強固な連携のもと、確率標本による研究の深化を試みたい。 
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